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今月 (J) 話題
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秋麿も一疫こ肌寒くはってきました。 あき陀0) 草もら也庭(/)

月隅で嗚くコカロギの声m聞こえ呑す。 • • ,. 

コロコロリーリーリー℃声曼豊かに贔籍lこ鳴勺のはエンマコオロ
リカ‘

ら山尭まで広＜生懸していますe 舟等文化セン弓ーのある域南公 ～

圏にもたいへん勿く、館内に入し）こんできたリ、夜にはる℃石の下

翌釦ごこ和の根元から公園内にたくさん出てきて足(!)}ふみ燒もはい

ほCです。 昼間はヌスメやセワロセキレイが建たこみに類をつっ

こんでエンマコオロ干‘をとらえています。 まるまる乙太っていて、

史いエサとはるのでしょう。

工ソマコオロギ(J) }J 梵虫は8月にはもう安を見せますが、やはリ99

く出てくる0) は9月に入ってからです。 炭虫は（丁っこう長生きし、 9 

I~-2_ ;y 月は生きるようです； その間に交尼をし、メスは長い産

卵管を土中じつきさして卵を差みますが、 I勇のメスで /00 個ばか

リ産むそうです。 コロコロリーリーリーという噂き声は、 「本嗚

さ」と呼ばれ一番よく町］‘れる噂き方ですが、飼齊して扱寮してい

ると、オズどうしがけんかする00{]) キッキッキッといった噂き方の

「けんか鳴ぎ -1 . またメスを交尾（こさそう梢のゆるやか如應き方(!)

応ざそし鴨き這聞がれきす。



造岸や）には、工ソマコオロキにたいへん良く似にエゾエンマコ

オロヤがいます。 頭がまっ黒ば仄エンマコプロギと見訂けがつ

きます。 憩ぎ声はリーリーリーといった惑じの碍き方で、エソマ

コオロギほど襲い声でばあリません。 またエソマコオロギほ己動

きも活発でははく逃げる時もすぐに物かげにもぐリこんでしまいま

す。 ．．

その他リィリィリィリィリィと統けて想ぐソヅしサセコオロギ：

リッ・リッと鉄く切って憩くミッカドコオロギが平坦の華もらで良

く聞かれるものです． エソマコオロギや‘ソヅレサセコォロギの鳴

き声（ますぐに聞きわけられますが、 J¥弓オカメコオロギ℃ミ'')カド

コゴロギ仰碍き声は因れはいと区別がむずかしいようです．

秋の夜長、銅育されたスズムン(/)声だけでは＜自然の虫の声に

-も耳をかにむけてはいかがでしょうか。 翌)t.
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